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 学校の敷地内にきれいな桜のじゅうたんが敷き詰められてきました。年度の始まりは、不安や期待

で複雑な面持ちの生徒たちがいっぱいいますが、自分なりに前へ進もうと一生懸命さも感じられます。

さて、伊賀白鳳高校には、「産業技術基礎」という珍しい科目があります。これは、いずれ社会に出

ていく生徒たちに産業の成り立ちを知ってもらうための科目です。その中で各専門科、コースに関す

る授業を行い、夏休み前に科、コースを決定していきます。このたよりでは、「産業技術基礎」に関

する授業内容を紹介したり、実際に取り組んでいる生徒たちの姿をお伝えしていこうと思っています。 

 

    各科からの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         コース希望調べ 

 

 ４月１３日（金）、１６日（月）の両日、各科からの紹

介がありました。それぞれの学びが社会でどのような分野

の産業を担っているのか。そしてその基礎を学ぶそれぞれ

の科、コースではどのようなことを勉強するのか、といっ

たことを簡単に説明してもらいました。生徒たちはみんな

先生方の話を一生懸命に聞き、メモを取っている姿もあり

ました。これから始まる新しい科目「産業技術基礎」…し

っかりと将来を見つめながら取り組んでいってほしいと思

います。 

 

各コースの詳しい学習内容等は、お子さんが 
お持ちの「産業技術基礎ノート」をご覧ください。 

 

 宿泊オリエンテーションが終わって、生徒たちは「コース希

望調べ」を持って帰ります。各科、コースの紹介が一通り終了

し、自分の希望コースについて一度保護者と相談する機会を設

けました。最終のコース希望は７月ですが、この機会にお子さ

んたちの希望コースについて、さらには将来について話し合っ

てみてください。 


